
  

1 出力共通項目
an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・便名　１３桁

2 処理結果コード

an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果をコードで出力
EDIFACT変換エラーとなった場合は、処理結果コード１５桁
（項目略称（７桁目から３桁）にセグメント名を出力）＋
EDIFACT電文におけるエラーの位置（１６桁目から７桁）を
出力

3 受付年月日
an 8 M

システム年月日を出力

4 受付時刻
an 4 M

システム時刻を出力

5 便名１（便名部）

an 7 C

（１）入力された便名１（便名部）を出力
（２）フライト・ナンバーが３桁で入力された場合は、フラ
イト・ナンバーの先頭に「０」を付加して４桁で出力

6 便名２（日付部）
an 5 C

入力された便名２（日付部）を出力

7 出発地空港
an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

8 到着地空港
an 3 C

ＩＡＴＡ空港コード
及び
ＩＡＴＡ都市コード

出力情報名（出力情報コード）
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エラー通知情報（旅客予約記録情報）（ＡＡＡ２０３）

繰
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条件

AAA203-1


